平成１７年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第6回理事会　議事録

日　時 ： ２００６年２月１８日　１３：００～１６：００

場　所 ： 松山市伊予鉄会館
出席者 ： 近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、吉岡（東京）

媚山（北海道）、斎藤（秋田）、苅谷（岐阜）、相馬（静岡）、上柿（奈良）松下（愛媛）、元尾（長崎）、大井（滋賀）

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：和田（鋼構造出版）、前原（松山大会実行委員長）
議事録作成：安田浩章（岡山）

（司会）安田　副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　近藤哲弥
全構協会報　No．１２８の１４ページに書かれている大森弁護士の言葉を是非見て欲しい。最近弱含みの感があるが、先日、関東H部会において、契約単価が２万円下がったと言う話も出ているが、鉄骨使用トン数が昨年同様に出てくるので、あせって受注しないようにとの話もあった。中国からも鋼材が、日本に入っているようだ。お互いに値下げ競争しないようにしていく、そのためには協調性を持って望んでいかなければならない。
4． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

　　　各都道府県の報告記載は省略（報告書と違うもののみ記載）

北海道BC
媚山理事より報告

近況報告

仕事が希薄感がある。
東北BC
齋藤理事より報告

　　　　　　　近況報告

仕事は出てきているが、GCの指値は非常に安い。
関東BC
吉岡理事より報告

近況報告

大型物件が少なくなった。単価も下がり気味。
北陸BC
米森副会長より報告

　　　　　　　全構協橋本会長との懇談会が非常に良かった。

　近況報告

　　　　　　　単価は下がり基調。
中部BC
苅谷理事より報告

　　　　　　　　　近況報告

　　　　　　　　　単価を下げないように会員で話をしている。
近畿BC
上柿理事より報告

　　　　　　　近況報告

　　　　　　　大型店舗が多く、全体的に仕事量は増加傾向。
中国BC
安田副会長より報告

　　　　　　　近況報告

中国地区には大きな仕事が無い。
四国ＢＣ　　　松下理事より報告

　　　　　　　近況報告

仕事量が増えている。
九州BC
元尾理事より報告

近況報告

キャノンやイオンといった大型工事が出てくる。
5． 協　議

1） 助成金事業について
前回からの変更点。近畿BCの事業（2／２４開催予定）への出向者が変更。
上柿理事、大井監事がいるので他の出向者が無くても良い。

２）全構協事業について

　　後継者育成事業は今回若返りが目立った。平均年齢35歳以下。
　　毎年レベルアップしているようで、是非とも参加させて欲しい。

　　全構協からの助成金が600万円となった。全構協のワーキンググループとしての事業が来るようになるかもしれない。

　　「青年部会連絡協議会」から「青年部会」へ、名称変更するに当たって「全構協青年部会」では、独自の動きに制限が出る可能性がある。全て、橋本会長に名の下で動かなければならない。しかし、任意団体として名前変更だけであれば、全構協三役に報告してあるので名称を変更しても良いのではないか。

　　審議　「青年部会連絡協議会」を「青年部会」に変更する。全員一致で可決。
３）青連協全国大会（松山大会）について

　　　１．総会

　　　第４号議案で名称変更による『規約改正の件』を挿入。
　　　『役員改正の件』は第５号議案とする。

　　　会員数の把握のため各都道府県の会員数を３／１５までに報告して欲しい。

　　　また、この人数は来期の予算ともリンクするので慎重に行なって欲しい。

　　　決算・予算は４月に入ってすぐに提出する。

　　　全構協からの助成金が6,000,000円になる。各ブロックの研修事業費を1ブロックあたり200,000円とする。

　　　振込先が『東京三菱銀行』から『三菱東京UFJ銀行』に改名。

第8期理事候補者の確認。不明なブロックは早急に検討後、報告のこと。
シナリオを元に役割を分担
司会　　媚山理事

開会　　齋藤理事
　　　議長（担当ブロック理事）　　　　　松下理事

　　　議事録作成人　　　　　　　　　　　相馬理事

　　　署名人　　　　　　　　　　　　　　苅谷・上柿理事

　　　　第１号議案「事業報告」　　　　　板垣副会長
　　　　第2号議案「会計、決算報告」　　吉岡理事

　　　　　　　　　「監査報告」　　　　　大井監事

　　　　　　　　　「事業計画」　　　　　米森副会長

　　　　第3号議案「会費」　　　　　　　吉岡理事

　　　　第4号議案「規約改訂」　　　　　安田副会長

　　　　第5号議案「役員改正」　　　　　安田副会長
　　閉会　　元尾理事

　愛媛県知事を来賓として呼ぶにあたり、挨拶をどこで入れるか。

　総会時の開会宣言の前に頂き、退席して頂くのが妥当ではないか。

　失礼の無いように学識経験者に尋ねてみること。

　２．全国会長会議
　司会は米森副会長。

　一方通行で無く皆さんからの意見を聞いていきたい。
　報告として５つのワーキンググループからの発表を簡潔にしていく。

1） 見積統一グループ　安田副会長

　　　　　使用実績を２月末までに報告のこと。

2） 変更追加事例グループ　齋藤理事

3） 工数管理グループ　大井監事

4） 構造設計者グループ　松下理事

5） 行政関係グループ　板垣副会長

各グループの名称があれば教えて欲しい。

また、各会長に事前に質問アンケートを出す。

鳥取県退会の件を６番目の報告として発言してもらう。
JSCAの木村専務理事に挨拶を頂く。

　

４）その他報告
　来期の理事会は金曜日の夕方に集まり、土曜日の朝から夕方まで会議としたい。

　交通費をもう少し明確化していきたい。（米森副会長）

　３／９（木）15：00より「震偽装問題を含む建築建設界の課題について」の勉強会を行ないます。参加をお願いします。（板垣副会長）
　本理事会前１１：００より松山大会の会場視察を行なった。
　本理事会後１６：００より四国青年部連絡協議会による松山大会の現状報告会。

　６．閉　会

※　次回理事会の開催　

「平成１8年度　第1回理事会」2006年4月１5日（土）　１０：００～

　　　　　　　　松山市道後館　
